
首
増
加
。
全
六
回
の
公
開
講
座
は
配
信

を
含
む
聴
講
者
の
べ
七
五
八
名
、
そ
の

内
容
は
「
歌
壇
」
に
連
載
さ
れ
た
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
わ
れ
た

「
短
歌
な
ん
で
も
相
談
所
」
の
参
加
者

は
六
八
二
名
、
同
じ
く
「
短
歌
の
文
化

祭
」
は
一
二
七
二
名
と
二
つ
の
イ
ベ
ン

ト
で
の
べ
二
千
名
近
く
が
短
歌
を
通
し

て
交
流
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
こ
の
他

に
各
委
員
会
、
定
例
理
事
会
、
会
報
の

発
行
等
が
報
告
さ
れ
た
。　

　

続
い
て
、
加
藤
英
彦
に
よ
る
収
支
報

告
、
桑
原
正
紀
監
事
に
よ
る
監
査
報
告

が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
、
二
〇
二
五
年
度
事
業
計
画
案

が
栗
木
理
事
長
か
ら
示
さ
れ
た
。

　

公
開
講
座
の
テ
ー
マ
は
引
き
続
き

「
協
会
賞
歌
集
を
読
み
返
す
」（
全
六
回
）

を
プ
ラ
ザ
エ
フ
、
第
54
回
全
国
大
会
を

十
月
二
十
五
日
（
土
）
に
喜
山
倶
楽
部
、

第
48
回
現
代
短
歌
大
賞
授
賞
式
等
を

十
二
月
十
八
日
（
木
）
に
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
で
開
催
予
定
と
提
案
さ
れ

た
。
ま
た
、
二
年
ぶ
り
と
な
る
現
代
短

歌
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
北
海
道
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
上
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
短

歌
の
文
化
祭
」
を
検
討
し
て
い
る
こ
と

が
提
案
さ
れ
た
。

　

続
い
て
加
藤
英
彦
よ
り
本
年
度
予
算

　

二
〇
二
五
年
六
月
二
十
六
日
（
木
）、

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
お
い
て
、

二
〇
二
五
年
度
第
70
回
定
時
総
会
、
第

69
回
現
代
歌
人
協
会
賞
授
賞
式
が
行
わ

れ
た
。

　

定
時
総
会
の
挨
拶
の
中
で
栗
木
京
子

理
事
長
は
、
学
術
分
野
に
お
い
て
短
詩

系
文
学
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
が
、
表
現
の
今
と
未
来

を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
と
所
感
を
述
べ
た
。

　

次
に
司
会
の
中
沢
直
人
よ
り
、
会
員

八
九
三
名
の
う
ち
、出
席
者
五
十
七
名
、

委
任
状
提
出
四
七
九
名
で
、
定
足
数
に

達
し
、
総
会
の
成
立
が
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、栗
木
理
事
長
か
ら
二
〇
二
四

年
度
の
事
業
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

同
年
の
定
時
総
会
・
現
代
歌
人
協
会

賞
授
賞
式
は
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に

て
実
施
。
全
国
短
歌
大
会
の
応
募
は

一
九
四
七
首
で
前
年
よ
り
も
約
二
五
七

案
の
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。
次

に
、
二
年
毎
に
改
選
さ
れ
る
新
理
事
と

し
て
佐
藤
弓
生
・
田
中
拓
也
・
田
村
元

の
三
人
の
就
任
が
承
認
さ
れ
た
。ま
た
、

坂
井
修
一
副
理
事
長
よ
り
現
代
歌
人
協

会
の
新
会
員
の
三
十
三
人
が
紹
介
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。

　

議
事
終
了
後
、
第
69
回
現
代
歌
人
協

会
賞
の
選
考
経
過
が
吉
川
宏
志
選
考
委

員
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。
受
賞
歌
集
は

金
田
光
世『
遠
浅
の
空
』、久
永
草
太『
命

の
部
首
』
の
二
冊
（
詳
細
は
二
〇
二
五

年
七
月
発
行
の
会
報
一
八
三
号
に
掲

載
）。

　

定
時
総
会
後
、
臨
時
理
事
会
が
開
催

さ
れ
た
。
理
事
十
九
名
中
十
八
名
、
監

事
二
名
中
二
名
が
出
席
、
互
選
に
よ
り

春
日
い
づ
み
が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。

代
表
理
事
（
理
事
長
）
選
定
の
件
は
、

坂
井
修
一
副
理
事
長
を
推
薦
し
た
い
と

し
、
全
員
異
議
な
く
こ
れ
を
了
承
し
、

可
決
決
定
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
移
し
て
現
代
歌
人

協
会
賞
の
授
賞
式
と
懇
親
会
が
行
わ
れ

た
。
ま
ず
、
司
会
の
中
沢
直
人
か
ら
、

坂
井
修
一
新
理
事
長
が
選
出
さ
れ
た
こ

と
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

次
に
栗
木
前
理
事
長
よ
り
金
田
・
久

永
両
氏
に
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
論
作
両

面
で
の
活
躍
を
期
待
す
る
と
の
激
励
が

あ
っ
た
。

　

次
に
坂
井
新
理
事
長
よ
り
栗
木
前
理

事
長
へ
の
謝
辞
と
と
も
に
、
受
賞
者
の

二
人
に
お
祝
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ

た
。
授
賞
式
で
は
吉
川
宏
志
か
ら
の
選

考
理
由
報
告
の
後
、
石
川
美
南
か
ら
は

金
田
氏
の
人
柄
と
作
品
に
つ
い
て
心
温

ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
、
春
日

い
づ
み
か
ら
は
久
永
氏
に
、
歌
集
名
の

強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
驚
い
た
と
い
う
率

直
な
感
想
と
温
か
い
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。

　

受
賞
の
挨
拶
の
中
で
金
田
氏
は
自
身

が
詠
み
続
け
て
い
る
「
空
」
に
対
す
る

考
え
を
語
っ
た
。
久
永
氏
は
作
品
に
お

け
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
問
題
に
つ
い
て

自
身
の
考
え
を
率
直
に
語
っ
た
。

　

乾
杯
の
発
声
は
伊
藤
一
彦
氏
。
自
身

を
は
じ
め
五
十
代
に
な
っ
て
初
め
て
賞

を
受
賞
し
た
歌
人
が
少
な
く
な
い
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
長
く
う
た
い
つ
づ
け
て

ほ
し
い
と
い
う
激
励
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
も
多
く
の
参
加
者
か
ら
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
る
中
、
和
や
か
な
雰
囲
気

で
閉
会
を
迎
え
た
。

　

第
70
回
定
時
総
会
の
報
告

第
69
回
現
代
歌
人
協
会
賞
授
賞
式
報
告

田
中
拓
也
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